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内容の要旨及び審査の結果の要旨
中高年女性における内分泌環境の変化と更年期不定愁訴との関連性を検討するために，３３歳から65歳の
女性184例［閉経前（有経者）６６例，閉経後（閉経者）118例］を対象に検索した。測定した血中ホルモン
は，黄体化ホルモン（luteinizinghormone，ＬＨ)，卵胞niI激ホルモン（follicle-stimulatinghormone
FSH)，プロラクチン（prolactin，ＰＲＬ)，エストロン（estrone，Ｅ,)，エストラジオール（estradiol，
且)，プロゲステロン（progesterone，ＰＲＧ)，テストステロン（testosterone，Ｔ)，アンドロステン
ジオン（androstenedione，ＡＤＤ)，デヒドロエピアンドロステロン（dehydroepiandrosteroneDHA)，
硫酸抱合型デヒドロエピアンドロステロン（DHA-sulfate，DHA-S）で，ラジオイムノアッセイ法によ
り測定した。一方，４０歳から55歳の更年期群（閉経前50例，閉経後53例）の不定愁訴を調査し，各症状の
程度を４段階に分けてスコア化し，また，症状の内容から無症状群，血管運動神経症状群，運動器系症状
群，精神神経症状群に区別して解析した。
血中ホルモン値の年齢の進行に伴う変動では，ＬＨ，FSH，FSH／LH比は閉経後に急上昇し，Ｅ１，m，
PRL，PRG，ＡＤＤは低下した。ＤＨＡ，DHA-Sは年齢が進むにつれて低下した。更年期群において，Ｌ
ＨとＦＳＨの間に正，ＬＨとB2，ＦＳＨとＢ２の間に負の強い相関が認められた。更年期群の不定愁訴スコアと
血中ホルモン値との間には，「顔のほてり」とＬＨ，ＦＳＨとの間に正の相関，「顔のほてり」とPRG，ＡＤ
Ｄ，「めまい」とＰＲＧＡＤＤ，ＤＨＡ，「頭重感｣，「いらいら」とＰＲＧとの間にそれぞれ負の相関が認め
られた。各更年期症状群における検討では，有経者の血管運動神経症状群でPRLの上昇，PRG，ＤＨＡの
低下，運動器系症状群でPRLの上昇を認めた。また，閉経者の精神神経症状群でＬＨの低下を認めた。以
上より，中高年女性における更年期不定愁訴の発症には，卵巣機能の低下のみならず，副腎性アンドロゲ
ンの分泌動態の変化も密接に関与していることが示唆された。
本研究は，性腺系および副腎系ホルモンと更年期不定愁訴との密接な関連性を明らかにしたものであり，
婦人科内分泌学に寄与する労作と認められた。
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